
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

「草加にどっぷり浸かれ !」 

【活動日】5 月 19 日 

【天候】曇り 気温 24.7℃、水温 21.5℃ 無風 

【目的地】風間 

【回収ゴミ】30L 袋 6 袋 

【参加メンバー】飯塚親子 石田（健） 佐藤夫妻 古田 吉良（陸上） 磯部

（文） 佐藤（蓮） 田中（颯）田口 高堂（体験）遠藤 (計 13 名) 

 

社会にとっていいことを ’’ワクワク感をもって楽しみながらやる’’ のは続

けるための大事な推進力。 
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特定非営利活動法人 草加市カヌー協会 

★草加パドラーズ事務局   info@soka-paddlers.com          
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「草加にどっぷり浸かれ !」 

との天からの声により、水辺

に誘われ、草加を流れる綾瀬

川にどっぷり浸かり、先週初

めてカヌーに乗ったという小

学生も含め、さまざまな年代

のメンバーが水辺に集まり、

楽しみながらカヌーで清掃活

動を行いました。 

風や水の音を感じながら、魚や水

鳥の躍動を目にしながら、四季を

通して年間 150 日以上の活動量

は、他のボランティア団体から驚

かれます。 

 

 

楽しみながらやるために、安全性を

保てるよう１対１のバディー制をと

り、常にお互いを見守り、疲れた場

合などはベテランがカヌーを牽引す

るなど安全対策をしっかりとり、活

動を行いました。 

 

日常的に水辺に出て実際にごみ回収

をしながらの現状把握は、海洋プラスチック汚染などの社会問題を自分ごととし

て捉える経験を積むことにもつながります。 

 

社会のために行っていると思ったら、実は自分のためだったと気づいたときにボ

ランティアの醍醐味を味わえるのではないでしょうか。 

ボランティアをすることによって、人と人との思いがけない良い巡り合い...邂逅

(かいこう)があり、自分自身の未来を豊かにするきっかけになるかもしれませ

ん。 

遠藤記 

 


